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草加市立病院（所在地：埼玉県草加市、病院長：矢内常人）消化器内科の渡辺翔医長、    

国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区大蔵、理事長：五十嵐隆）の好酸球性

消化管疾患研究室の野村伊知郎室長らの研究グループは、日本を含むアジアではまだ報告

されていない成人の食物蛋白誘発性胃腸炎（Food protein induced enterocolitis syndrome: 

FPIES）について、その割合と、通常の即時型食物アレルギー（Immediate-type food allergy: 

FA）との違いについて研究を行いました。 

その結果、甲殻類アレルギーと考えられる成人 73 名の内、8 名（11%）が FPIES、53 名が

FA と診断されました。これは、甲殻類を食べてなんらかのアレルギー症状を引き起こす成

人の中に、FPIES が潜在的に相当数存在することを示唆しています。また、成人 FPIES は

FA と比べて、腹部症状が出現するまでの時間と症状の持続時間が長い（中央値 20.8 時間）

ことも分かりました。FPIES 患者は強い腹痛や腹部の張り・苦しさを伴う胃腸炎様発作を

何度も経験しており、半数の FPIES 患者が発作中に死の恐怖を感じていました。それにも

かかわらず、FPIES 患者の約 3 分の 1 しか病院で適切な診療を受けていなかったことも分

かりました。 

本研究は成人の FPIES の臨床像を検討した日本初の報告であり、診断ガイドライン作成と

救急医療における成人 FPIESの診断アルゴリズム策定に重要な役割を果たすことが期待さ

れます。上記の成果は、国際的な学術誌「Annals of Allergy, Asthma & Immunology」誌

に掲載されました。 

【成人 FPIES（食物蛋白誘発性胃腸炎）の割合と臨床的特徴】 

成人の繰り返す重症胃腸炎の原因に食物蛋白誘発性胃腸炎がある 
～原因食材を食べて数時間後の繰り返す腹痛や下痢には注意が必要～ 
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【プレスリリースのポイント】 

 成人の繰り返す重症胃腸炎の原因として FPIES があり、甲殻類アレルギーの中で相当

数存在すること（本研究では 73 名中 8 名、11％）が日本で初めて分かりました。原因

が取り除かれるまで患者は多くの辛い重症胃腸炎様の発作を繰り返しています。 

 臨床的特徴としては、腹部症状が出るまでの時間と持続時間が中央値 20.8 時間と長く、

強い腹痛や腹部の張り・苦しさを伴う発作が何度も起こることあげられます。小児の

FPIES に見られるような、反復する嘔吐はあまり見られませんでした。 

 FPIES は即時型アレルギーと違い、皮膚・呼吸器症状といった典型的なアレルギー症

状がないため、食物アレルギーと気づかれないことが多くあり、本疾患の認知を広げ適

切な診断につなげていく必要があります。 

 本研究で得られた成人 FPIES の臨床的特徴は、今後成人における FPIES の診断ガイ

ドライン作成や救急医療における診断アルゴリズム策定に役立つと期待されます。 

 
【背景・目的】 

Food protein induced enterocolitis syndrome (FPIES)は反復する嘔吐や腹痛、下痢など消

化器症状のみを呈する非 IgE 依存性食物アレルギーとされます(1)。小児にて近年大変注目

されていますが、小児における内視鏡を含む各種検査が難しいこともあり、病態はほとんど

未解明です。成人でも FPIES 例が潜在的に相当数存在し、原因として甲殻類が多いことが

スペインやカナダなど海外で近年報告されました(1, 2)が、日本を含むアジアでは未報告です。

FPIES は皮膚の発疹や呼吸器症状といった消化器症状以外の典型的なアレルギー症状に乏

しいため、なかなか食物アレルギーを疑われず、多くの患者が診断までに長期間、多数の発

作を経験しているとされています(2-7)。日本においては成人 FPIES の疾患概念が普及して

おらず、また専門として診察する部門も確立していません。そのため、成人 FPIES 患者が

適切な診断・治療を受ける機会がないのが現状です。また、小児において FPIES の重症例

は即時型食物アレルギー (Immediate-type food allergy: FA)と治療が全く異なることが知

られており、これらの似たような疾患を適切に鑑別・診断することは救急医療の観点から極

めて重要だと考えられます。 

そこで私たちは成人甲殻類アレルギー患者におけるFPIES の有病率と現状の問題点を明ら

かにし、成人 FPIES と FA の臨床的な違いを評価することを目的に、日本初の疫学的研究

を行いました。 

 

 

【研究概要】 

草加市立病院において甲殻類アレルギーと考えられる成人患者（73 名）に対し、下記 FPIES

の診断基準や症状に関して電話インタビューを行いました。成人 FPIES の診断基準は海外

からの報告と小児 FPIES の国際ガイドラインより決定しました。 
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＜FPIES の診断基準＞ 

1：原因食材の摂取で腹部の症状のみ（吐き気、嘔吐、腹痛、下痢症状）誘発される 

2：原因食材摂取後、1～6 時間経過してから症状が出現する 

3：原因食材除去により症状は完全に消失する 

4：原因食材ないしは同一グループの食材摂取により 2 回以上発作を経験している 

5：以前、原因食材を無症状で摂取できていた 

上記 5 条件を満たすものを成人 FPIES 例と定義しました。 

 

また本研究では症状の原因となる甲殻類の種類にも着目し、成人 FPIES の原因食材として

伊勢海老やオマール海老などの大型の海老が多いこと、また患者の 62.5%はすべての甲殻

類を除去しているわけではなく、何らかの甲殻類を摂取可能であることがわかりました。 

 

【今後の展望・発表者のコメント】 

成人 FPIES 患者は多くの辛い重症胃腸炎様の発作を繰り返し、半数が発作中に死の恐怖を

感じていることから、今後本疾患の認知が広がり、医療体制を構築していく必要があると考

えています。本研究が明らかとした成人 FPIES の臨床的特徴は今後必要となってくる成人

FPIES のガイドライン作成や救急医療における診断アルゴリズムの策定に非常に有用と考

えています。 
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【特記事項】 

本研究は厚生労働省科学研究費補助金・希少難治性疾患克服研究事業（20FC1016）および

JSA WAO2020 記念研究助成プログラムの補助によって行われました。この場を借りて深

謝致します。 
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【草加市立病院】 

内科、循環器科、救急科、小児科など 27 の診療科を備える、埼玉県草加市にある総合病院

です。「市民のいのちと健康を守り、地域医療の中核を担うことを使命とします」を基本理

念とし、地域の中核を担う二次救急医療機関、災害拠点病院としての役割を果たしています。 

特に消化器内科では、成人（16 歳以上）の消化管アレルギー専門外来（完全予約制：金曜

日 14～16 時）を開設しています。 

（参考：草加市立病院 成人消化管アレルギー専門外来（完全予約制）の開

設について  

https://www.soka-city-hospital.jp/PAGE000000000000076396.html）。 

 

【問い合わせ先】 

草加市立病院 事務部 経営管理課  

電話：０４８－９４６－２２００（代表） E-mail:soka-hosp2200@max.odn.ne.jp 
 

国立成育医療研究センター 企画戦略局 広報企画室 村上  

電話：０３－３４１６－０１８１（代表） E-mail:koho@ncchd.go.jp 


